


ジニディス 
                        Genidis 

　森月ナタリ・森月万夕美　共著 
　　森月ナタリ　文 
　森月万夕美　絵・音楽



　遥か昔、便利な道具を自由自在に操る国、　
は る むかし べ ん り ど う ぐ じゆう じ ざ い あやつ

ロンバール王国と、大自然と共存する神秘の
だいし ぜ ん きょうぞん し ん ぴ

国、アカシア王国がありました。 
　二つの隣り合う王国は深く険しい山に隔て

とな ふか けわ へだ

られ、それぞれ独自の文化を発展させていま
どく じ はってん

した。 
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ばんのう み

　ここはロンバール王国。 
ある日、国王夫妻に待望の赤ちゃんが生まれ

こくおうふ さ い たいぼう

ました。 
　坊やの名前は、クンツァイト。二人にとって

ぼう

初めてのお子様です。 
はじ

　王国の人々も、王子の誕生を大変喜び、　
たんじょう たいへんよろこ

あちこちでお祝いのお祭りが盛大に催され
いわ まつ せいだい もよお

ました。 
　クンツァイト坊やは、王妃様似の目の 

お う ひさま に

くりっとしたかわいらしい赤ん坊でした。　　　 
ぼう

　ただ、体の弱い体質まで似てしまったの
たいしつ に

か、原因不明の高熱を出しては、人々を心配
げんいんふ め い こうねつ しんぱい

させました。 
　そんなある日、王妃様は、むずかって泣い

おうひさま な

ている坊やを抱いて気晴らしに散歩に出かけ
ぼう だ き ば さ ん ぽ

ることにしました。 
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　王妃様がしばらく歩いていると、王宮の庭
おうひさま おうきゅう にわ

の片隅に大きな木を見つけました。 
かたすみ

　それは、ポリポリという木で、蔦が絡まっ
つた から

ています。 
　目を凝らすと、何か小さな実が一つだけ

こ み

成っています。 
な

　王妃様は、なぜかこの小さな実に心を惹か
ひ

れ、ポリポリの木のところへ行ってその実を
優しく撫でました。 
やさ な

　すると、それまでグズって泣いていたクン
な

ツァイト坊やがぴたっと泣きやみ、その実の
ぼう

方を見て、にこにこ笑うのです。 
わら

　まるで誰かが坊やをあやしているかのよう
だれ

にです。 
　王妃様は不思議に思いながら、　　　

ふ し ぎ

「可愛らしい小さな蔦の実さん、私の坊やを
かわい つた

あやしてくれたのね。どうもありがとう」
と、話しかけました。 
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　すると、その実がキラッと光を放ったよう
み はな

に見えました。 
　王妃様は、この小さな実をいっそう愛おし

おうひさま いと

く思い、その日から気持ちのよいお天気の日
き も

には、ポリポリの木の蔦の実のところで　坊
つた ぼう

やとゆっくり過ごすのが日課になりました。 
す にっか
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あとがき 

この物語を書くことになったのは、フランス語の　
授業でカードゲームをしたことがきっかけです。　
引いた10枚のカードの単語を全て使って「昔々…」
で始まるおとぎ話を作るものでした。10枚のカード
とは、「怪物」「竜」「指輪」「本」「山」「夜」
「隠れた」「とても強い」「失う」「見つかる」で
した。二日くらいかけて、友人と二人で作った物語
に、折角だから音楽をつけてもらおうということに
なって、当時、大学で音楽を勉強していた娘、万夕
美に頼んだところ、誰も悪くないお話にならいいよ
ということで、彼女の意見も取り入れながら書き進
めていきました。一度は短い物語と各シーンの音楽
が完成したのですが、もっと面白くできそうだった
ので、ゆっくり作り変えているうちに５年が過ぎて
いました。 
カードゲームがきっかけで、偶然書くことになっ
たこのお話ですが、出来るだけ明快で矛盾がないよ
うに心がけました。ですが、占いをする場面では、
どうしても話がまとまらなかったので、頭で考えて
も無駄だと思い、万夕美に自前のクリスタル72個で
実際に占ってもらいました。すると、お話の状況に
ぴったりの回答が出たので、驚きつつ、なるほど、
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そう言うことか、などと妙に合点がいき、占った結
果をそのまま書くことにしました。 
このように、この物語は、成り行きに任せた部分
と、ところどころ彼女が体験したことなどを散りば
めて思い出としてこの作品に込めた部分とからでき
ています。 
万夕美もわたしも、二人共納得のいく作品に仕上
がったので、是非とも幅広い年齢層の方々に読んで
頂きたいと思い、対象年齢を八歳くらいから大人ま
でとし、小学三年生以上の漢字にふりがなを振り、
字も大きめにしました。 
挿絵は、万夕美に担当してもらいました。私がイ
メージを伝え、それを彼女が自己流で鈴鹿墨を使用
してステンドグラス切り絵風に描いています。 
また、子守唄と伝説の詩には彼女が音楽をつけて　　
ピアノ楽譜にして最終ページに載せていますので、弾
いて楽しんで頂けると嬉しいです。 
皆様にもこの物語が少しでも心に残るものになっ
ているとすれば、これほど幸せなことはありませ
ん。 

　2023年2月　森月ナタリ　　　　　　　 
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